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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全社としてCMMIレベル3達成に向け取り組むことになった。



当社には“分野”と呼ばれる3つの大きな事業形態があり、著者らは“法人分野”に属している。



法人分野は、対象業種が多岐にわたり、短期開発・低コスト案件が多く、SPI活動に取り組むのが難しい環境である。今回は、このような環境の中で、CMMI導入推進を図るために実際行ってきたことを述べ、これらの経験からミドル組織におけるSEPGの役割について考察する。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法人分野では、問題プロジェクト削減、品質生産性向上施策の一環として、分野としての標準プロセス展開が急務であり、“効率的かつ短期間”でのCMMI分野展開が必要となった。そこで、部門毎に先行してCMMIを導入する組織（以下、“先行導入組織”と記述）を選出し、後続する組織に対し先行導入組織で得られた成果物やノウハウの横展開を図る、という推進方針を立てた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法人分野のCMMI展開の観点で、前述の課題を掘り下げた。



・全社SEPGは、資格保有者が多くCMMIに関するスキルは非常に高いが、法人分野の特色に依存する知識や事情、開発手順等には精通していない。



・全社SEPGは、CMMI入門コース開催、全社プロセス標準の整備等もミッションであるため、支援リソース不足は歪めず、そのため部門SEPGが望む手厚い支援は期待できない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらを解決するため、“①分野ノウハウ（特性・事情・人脈）の活用②部門SEPGへのリソース支援③全社SEPGや他分野SEPGとの連携“、等のミッションを担った「ミドル組織におけるSEPG」（以降、“ミドルSEPG”と記述）を立ち上げ、以下の施策を実施した。



・部門SEPG支援 

・情報/成果物の横展開

・トレーニング 

・ツール提供 

・組織間連携 、状況共有
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先行導入組織からの成果物・ノウハウの横展開

後続組織間の成果物・ノウハウの横展開

部門SEPGへのサポート・教育



先行導入組織の成果物・ノウハウをミドルSEPGに吸収し、分野内の後続組織に展開
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法人分野では、CMMI推進の意義を“レベル達成に囚われることなく、事業成果向上のための改善活動”として捉え、ミドルSEPGが主体となり、全社SEPGと連携しながら、事業目的にもとづく適切な解釈のもとで推進活動を行っている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の課題としては、弊社関連グループ会社への展開、またレベル3を既に達成している組織へのCMMI-レベル4を目指した分野としての組織リポジトリ確立、データ分析等、である。
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